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TICKET INFORMATION

一般発売：5月18日（木）10時より　Booking opens at 10 a.m. on May.18
お問合せ･チケット取り扱い： 東京コンサーツ　 03-3200-9755   http://www.tokyo-concerts.co.jp/

サントリーホールチケットセンター　　　    　0570-55-0017

   

サントリーホール・メンバーズ・クラブWEB　　 http://suntoryhall.pia.jp/
チケットぴあ　　　　　　　　　　　　   　0570-02-9999   http://t.pia.jp/ ［Pコード 327-593］
e＋（イープラス）　　　　　　　　　　　　　 http://eplus.jp/ssf2017/
日本フィル・サービスセンター（9月3日公演のみ）  　  03-5378-5911　（平日10:00～17：00）

チケット取り扱い：

サマーフェスティバル公式ホームページ　http://suntory.jp/summer/
● 詳細はウェブサイトをご覧下さい。　

9 / 3 　15:00
〈大ホール〉

片山杜秀がひらく 〈日本再発見〉
KATAYAMA MORIHIDE ga HIRAKU re-discover JAPAN

★セット券 ※東京コンサーツのみ取扱い（WEB・電話）
　 4公演セット券 ［9/3（Ｓ席）、9/4、9/6、9/10（Ｓ席）］10,000円（限定50セット）
　大ホール2公演セット券 ［9/3（Ｓ席）、9/10（Ｓ席）］6,000円（限定100セット）
★ Series Tickets Available only at Tokyo Concerts, Inc. (Tel: 03-3200-9755)
4 concerts series [Sep. 3(S seat), Sep. 4, Sep. 6, Sep. 10 (S seat)] ￥10,000 *only 50 Series sets
2 concerts series [Sep. 3(S seat), Sep. 10(S seat)] ￥6,000 *only 100 Series sets

［指定席］　　 Ｓ席4,000円／Ａ席3,000円／Ｂ席2,000円／学生席1,000円
Reserved seat 　  Adults　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　Students

室内楽
［自由席］　　 一般 3,000円／学生 1,000円
Non reserved seat　 Adults　　　　　    Students

管弦楽
［指定席］　　 Ｓ席4,000円／Ａ席3,000円／Ｂ席2,000円／学生席1,000円
Reserved seat　   Adults　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 Students

テーマ作曲家〈ゲオルク・フリードリヒ・ハース〉
Theme Composer 〈Georg Friedrich Haas〉

★セット券 ※東京コンサーツのみ取扱い（WEB・電話）
　 2公演セット券 ［9/7（Ｓ席）、9/11］ 5,000円（限定100セット）
★ Series Tickets Available at Tokyo Concerts, Inc. only (Tel:03-3200-9755)
 2 concerts series [Sep. 7 (S seat), Sep. 11] ￥5,000 *only 100 series sets

［指定席］　　 一般 2,000円／学生 1,000円
Reserved seat 　  Adults　　　　　    Students

第27回芥川作曲賞選考演奏会
The 27th Competit ion of  Akutagawa Award for  Music  Composit ion

※学生席はサントリーホールチケットセンター（電話・WEB）のみ取り扱い。 
　25歳以下、来場時に学生証要提示、お一人様1枚限りです。
※就学前のお子様の同伴・入場はご遠慮ください。
※出演者・曲目は予告なしに変更になる場合があります。

※Students tickets（Under the age of 25）: Available only at Suntory Hall Ticket Center, 
　student ID required 
※You are kindly requested not to bring pre-school children to concerts. 
※Musicians and programs are subject to change.

サントリーホール・メンバーズ・クラブ 先行受付：5月11日（木）10時～17日（水）
　メンバーズ入会お問合せ・：サントリーホールチケットセンター　0570-55-0017　http://suntory.jp/HALL/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Contact: Tokyo Concerts, Inc. 

日

9 / 2 　15:00
〈大ホール〉

土

9 / 4 　19:00
〈ブルーローズ〉

［自由席］　　 一般 3,000円／学生 1,000円
Non reserved seat　 Adults　　　　　    Students

月

9 / 6 　19:00
〈ブルーローズ〉

［自由席］　　 一般 3,000円／学生 1,000円
Non reserved seat　 Adults　　　　　    Students

水

9 / 7 　19:00
〈大ホール〉

木

9/10　15:00
〈大ホール〉

［指定席］　　 Ｓ席4,000円／Ａ席3,000円／Ｂ席2,000円／学生席1,000円
Reserved seat 　  Adults　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　Students

日

9/11　19:00
〈ブルーローズ〉

月

Presented by Suntory Foundation for Arts
Supported by Suntory Holdings Limited / Coordinated by Tokyo Concerts, Inc.

主催＝サントリー芸術財団
協賛＝サントリーホールディングス株式会社　制作協力＝東京コンサーツ

土 月9/2    　 9/11 サントリーホール

土 月9/2    　 9/11
Suntory Foundation for Arts’ 
Summer Festival 2017

サントリー芸術財団

サマーフェスティバル 2017

世界に一つ 未知の音楽体験があなたを魅了する
今年で30周年を迎えるサントリー芸術財団サマーフェスティバルは、20世紀以降の音楽作品から優れたもの、

意欲的な初演作などを取り上げ、他にはない質の高いパフォーマンスで、音楽を愛するすべての方へお贈りする音楽祭です。

年ごとにプロデューサーが独自のテーマで展開する「ザ・プロデューサー・シリーズ」、海外の気鋭の作曲家が新作を披露する「国際作曲委嘱シリーズ」、

若手作曲家の登竜門である「芥川作曲賞選考演奏会」の3つの企画を揃え、今年も皆様のお越しをお待ちしています。

※サントリーホール休館中は、チケットセンターの営業日が変わります。 休館中の営業時間：月～金10:00～18:00（土日祝は休業）
　チケット窓口は8月31日まで休業させていただきます。
※Open from Mon to Fri, 10 am to 6 pm during closure of the Hall. Closed on Sat, Sun, and national holidays.
　The Box Office is closed from Feb 1 to Aug 31.



9/3 15:00 ［開場14:30］ 
大ホール
15:00 Sunday, September 3
at Main Hall

日

指揮＝山田和樹
Conductor: Kazuki Yamada

ピアノ＝福間洸太朗 *
Piano: Kotaro Fukuma

コントラバス ＝佐野央子 **
Double Bass: Nakako Sano

日本フィルハーモニー交響楽団
Japan Philharmonic Orchestra

大澤壽人（1906-53 ）：
コントラバス協奏曲**（1934）
Hisato Ozawa: Concerto for Double-Bass and Orchestra, World Premiere 

ピアノ協奏曲 第3番 神風協奏曲*（1936-38）

Hisato Ozawa: Concerto No. 3 "Kamikaze" for Pianoforte Solo and Orchestra 

交響曲 第１番*（1934）

Hisato Ozawa: Symphony No. 1, World Premiere

世界初演

世界初演

選考委員
（50音順）

協力＝（一社）日本作曲家協議会
　　　（一社）日本音楽著作権協会
　　　日本現代音楽協会

第25回芥川作曲賞受賞記念

サントリー芸術財団委嘱作品

坂東祐大（1991- ）：花火*(2017)
Yuta Bandoh : Fireworks for piano & orchestra, World Premiere, 
Commissioned by Suntory Foundation for Arts

杉山洋一 田中翔一朗永野英樹
©J.RADEL

©Yoichi Miyamura

9/2 土

世界初演

15：00 ［開場14：30］ 
大ホール
15:00 Saturday, September 2
at Main Hall

指揮＝杉山洋一
Conductor: Yoichi Sugiyama

ピアノ＝永野英樹 *、田中翔一朗 **
Piano: Hideki Nagano, Shoichiro Tanaka

新日本フィルハーモニー交響楽団
New Japan Philharmonic

第27回芥川作曲賞候補作品(50音順／曲順未定)

中村ありす：ネイカース オーケストラのために(2015)

Alice Nakamura：Nacres for Orchestra

初演＝2016年5月29日　東京オペラシティ コンサートホール
2016年度 武満徹作曲賞本選演奏会
指揮：川瀬賢太郎／演奏：東京フィルハーモニー交響楽団

向井 航：極彩色ーPrinsessegade, 1440**(2016)
Wataru Mukai：PhospheneーPrinsessegade,1440
初演＝2016年4月22日　東京藝術大学奏楽堂
藝大フィルハーモニア定期演奏会　新卒業生紹介演奏会
指揮：高関 健／ピアノ：田中翔一朗／演奏：藝大フィルハーモニア

茂木宏文：不思議な言葉でお話しましょ！(2015)
Hirofumi Mogi：Let's speak in Wondrous Words!
初演＝2016年5月29日　東京オペラシティ コンサートホール
2016年度 武満徹作曲賞本選演奏会
指揮：川瀬賢太郎／演奏：東京フィルハーモニー交響楽団

酒井健治、西村朗、山内雅弘
Jury: Kenji Sakai, Akira Nishimura, Masahiro Yamauchi

中村ありす なかむら ありす
1982年6月19日、東京都港区生まれ。東京音楽大学大学院作曲指揮専攻作曲
研究領域修了。作曲を西村朗、久田典子、植田彰の各氏に師事。第2回東京音
楽大学学長賞、第82回日本音楽コンクール作曲部門第2位、2016年度武満徹
作曲賞第2位受賞。自然の摂理をベースとした純音楽から、ストーリー性を持ち
ながら人間の感情を扱う声楽曲、映像とのコラボレーションなど、ジャンルにと
らわれない自由な発想で、作品は多岐に渡る。

○入場料 ［指定席］
一般 2,000円／学生 1,000円

武満 徹 黛 敏郎

伶楽舎

9/4 19:00 ［開場18:30］ 
ブルーローズ
19:00 Monday, September 4
at Blue Rose

月

○入場料［自由席］

一般 3,000円
学生 1,000円 
※本公演は座席配置が通常
　の仕様とは異なります。

武満 徹（1930-96 ）：秋庭歌一具（1979）
Toru Takemitsu: In an Autumn Garden

黛 敏郎(1929-97)： 昭和天平楽*（1970）
Toshiro Mayuzumi: Showa Tenpyoraku

出演：伶楽舎
Reigakusha

指揮：伊左治 直 *
Conductor: Sunao Isaji

9/6 19:00 ［開場18:30］ 
ブルーローズ
19:00 Wednesday, September 6
at Blue Rose

水

○入場料［自由席］　一般 3,000円／学生 1,000円

指揮=伊藤 翔 **
Conductor: Sho Ito

チェロ＝堤 剛 *
Cello: Tsuyoshi Tsutsumi

ピアノ＝土田英介 *
Piano: Eisuke Tsuchida

　　  ＝泊 真美子 ***
　　　　　　  Mamiko Tomari 

弦楽アンサンブル**
ヴァイオリン＝
白井 圭、須山暢大、竹内 愛、前田奈緒、
町田 匡、柳田茄那子、湯本亜美
ヴィオラ＝安達真理、田原綾子
チェロ＝門脇大樹、山澤 慧
コントラバス＝岡本 潤

Strings
Violin: 
Kei Shirai, Nobuhiro Suyama, Ai Takeuchi,
Nao Maeda, Tadashi Machida,
Kanako Yanagida, Ami Yumoto
Viola: Mari Adachi, Ayako Tahara
Cello: Hiroki Kadowaki, Kei Yamazawa
Contrabass: Jun Okamoto 

芥川也寸志（1925-89 ）：ラ・ダンス***（1948）
Yasushi Akutagawa: La Danse suite pour piano　deux danses avec un intermezzo

松村禎三(1929-2007)： ギリシャによせる２つの子守歌***

Teizo Matsumura: Deux Berceuses à la Grèce

松村禎三：弦楽四重奏とピアノのための音楽***

Teizo Matsumura: Musique pour Quatuor à Cordes et Piano-forte

松村禎三： 肖像*（2006）
Teizo Matsumura: Portrait

芥川也寸志：弦楽のための音楽 第1番**（1962）
Yasushi Akutagawa: Music for strings No. 1

松村禎三： 弦楽のためのプネウマ**（1987）
Teizo Matsumura: PNEUMA for strings

芥川也寸志：弦楽のための三楽章（トリプティーク）**（1953）
Yasushi Akutagawa: TRIPTYQUE for String Orchestra

坂東祐大 ばんどう ゆうた
作曲家、音楽家。1991年生まれ。大阪府出身。東京芸術大学作曲科を首席で
卒業。同修士課程作曲専攻修了。様式を横断したハイブリッドな文脈操作や
サンプリングなどを軸に創作活動を行う。題名のない音楽会（テレビ朝日）、
リサイタルノヴァ（NHK-FM）などにも出演。第25回芥川作曲賞（2015年）、
長谷川良夫賞（12年）、アカンサス音楽賞（13年）受賞、第83回日本音楽コン
クール入賞（14年）。作曲を野田暉行、安良岡章夫、野平一郎、ピアノを中井
正子 各氏に師事。Ensemble FOVE 主宰。http://yutabandoh.com

尾高尚忠
撮影／小原敬司
提供／昭和音楽大学

9/10 15:00 ［開場14:30］ 
大ホール
15:00 Sunday, September 10
at Main Hall

日

8/26 土

指揮＝下野竜也
Conductor: Tatsuya Shimono

ピアノ＝小山実稚恵 *
Piano: Michie Koyama

東京フィルハーモニー交響楽団
Tokyo Philharmonic Orchestra

山田一雄
撮影／小原敬司
提供／昭和音楽大学

伊福部昭
写真提供：伊福部家
（協力：スリーシェルズ）

諸井三郎
撮影／小原敬司
提供／昭和音楽大学

下野竜也
©Naoya Yamaguchi

小山実稚恵
©Wataru Nishida

佐野央子
©Ryu Koshino

芥川也寸志 松村禎三

　歴史は積み重ね。昔があって今がある。近現代の音楽も

同じです。マーラーからシェーンベルクを経て前衛音楽まで

とか。欧米の音楽祭では、そうした関心のもとに、テーマが

国ごとに、あるいは国際的に設定され、プログラムが作られ

ることも多いですし、そうやって筋道をつけると、単体では気

づきにくい作曲家や作品の魅力が再発見されてくる場合も

ありましょう。音楽のたのしみ方の王道ではないでしょうか。

ところが、この王道が日本の近現代音楽史にはあまり適用

されてこなかったと思うのです。たとえば、山田耕筰から西村

朗や細川俊夫までを並べて「日本」を発見するようなことが

この国の音楽祭の企画としてあるはずなのに、実際にそう

いうことは稀。伊福部昭！　柴田南雄！　武満徹！　三善晃！

単体で花火のように打ち上がるばかりな気がするのです。

そこに一石を投じられればと、きわめて限られた視野では

ありますが「日本近現代音楽史の入口をひらく」つもりで企画

させていただきました。

PROFILE　幼稚園時代に見た怪獣映画で伊福部昭
の音楽と出会って以来、映画・ドラマ・演劇・舞踊など
さまざまなシーンで邦人作曲家の音楽を、ライブでも
録音でも聴き続けてきた日本音楽の達人。膨大な
コレクションと視聴体験の蓄積、驚異的に正確な記憶
力、緻密な分析力をもとに、活字・電波などのメディ
ア、またコンサートにおいても執筆・評論・コメント・
監修とマルチかつレギュラーに活躍している。音楽
書で吉田秀和賞、サントリー学芸賞、「本職」の政治
思想分野（慶應義塾大学教授）で司馬遼太郎賞。

〝戦前日本のモダニズム〟
―忘れられた作曲家、大澤壽人―
re-discover：Pre-War Japan ―Hisato Ozawa, Forgotten Composer―

〝戦後日本と雅楽〟
―みやびな武満、あらぶる黛―
re-discover：Post-War Japan ―GAGAKU by Takemitsu & Mayuzumi―

〝戦後日本のアジア主義〟
―はやたつ芥川、まろかる松村―
re-discover：Post-War Japan ―Chamber Music by Akutagawa & Matsumura―

戦中日本のリアリズム〟
―アジア主義・日本主義・機械主義―
re-discover：Wartime Japan ―Music by Otaka, Ifukube, Yamada, Moroi―

再発見 再発見

再発見

再発見

大澤壽人
©神戸女学院所蔵資料「大澤壽人遺作コレクション」

山田和樹
©Yoshinori Tsuru

福間洸太朗
©Mark Bouhiron

伊藤 翔
©K.Miura

泊 真美子堤 剛
©鍋島徳恭

土田英介

○入場料[指定席]
S席 4,000円／A席 3,000円／B席 2,000円／学生席 1,000円

○入場料[指定席]
S席 4,000円／A席 3,000円／B席 2,000円／学生席 1,000円

　
大澤壽人は戦前日本のモダニズムのトップ・ランナーです。欧米に長く留学。師は
デュカスやナディア・ブーランジェ。シェーンベルクの授業にも出ました。パリでは
オーケストラ作品の個展を開き、オネゲルやイベールに称賛されました。でも戦
前の日本では真価が認識されず、早逝後は長く忘れられました。重要作なのに未
初演の曲が幾つもあります。今回はボストン時代の野心作２つの世界初演と、帰
国後の協奏曲の組み合わせ。大澤を知ると日本の音楽史の景色が変わります。

ソ連の「スターリン時代」は芸術家には生きづらかったでしょう。しかし、プロコ
フィエフやショスタコーヴィチの今日よく聴かれる交響曲等のかなりがこの時期
の産なのは否めない事実です。「時局の要請」と「個人の表現」をギリギリのとこ
ろで折り合わせる努力が名作群を生み出しました。戦時の日本にも似た状況が
あった。そう私は考えます。日本音楽史を語るうえで大切な作品が目白押しなの
が、時代へのリアルな対応を迫られた「戦中」。その特集です。

吉田秀和は、黛敏郎をストラヴィンス
キーに、武満徹をドビュッシーによく
なぞらえました。黛は押しの強い響き
を好む。武満は柔らかく雅やかな響き
を好む。でも、ふたりはよく似てもいま
す。シャンソンやジャズを偏愛。メシア
ンに傾倒。ミュジック・コンクレートが
性に合う。伝統音楽を通じて「日本的
なもの」を再発見。みな同じ。しかも年
代記的には黛が先行し、武満の追い
かける場合が多い。雅楽のための大
作もそうです。もちろん音楽の中身は
著しく対照的。並べて聴いてこそ見え
るものがあります。

芥川也寸志と松村禎三は共に伊福部昭の
門下。伊福部は戦時期に旧満州を訪れ、
熱河の寺院で小さな石仏の群れを観て、
ある想念に憑かれました。「ひとつひとつ
は貧しいものが執拗に繰り返され巨大な
力を持つのがアジアの美意識」。その教え
を弟子のふたりは受け継ぎ、執拗な音型の
反復をアジア主義につなげました。ただし
個性が著しく違う。芥川の響きは明快、
松村の響きは朦朧。しかも先輩の芥川は
後輩の松村を高く評価し、盛り立てました。
このコンビの歩みを振り返ると、いろいろ
な歴史が繋がります。

辺見康孝 多井智紀

亀井庸州 安田貴裕

若林かをり
©Naoya Yamaguchi

上田 希
©yOU

神田佳子

イラン・ヴォルコフ ミランダ・クックソン
©J. Henry Fair

伊左治 直

サントリーホール国際作曲委嘱シリーズNo.40　（監修：細川俊夫）

テーマ作曲家〈ゲオルク・フリードリヒ・ハース〉 
Suntory Hall International Program for Music Composition No. 40, 
Artistic Director: Toshio Hosokawa
Theme Composer < Georg Friedrich Haas>

第27回  芥川作曲賞選考演奏会 
The 27th Competition of Akutagawa Award for Music Composition

ピアノ＝永野英樹*、**** 
Piano: Hideki Nagano

ヴァイオリン＝辺見康孝*、**、**** 
Violin: Yasutaka Hemmi

　　　　　＝亀井庸州**
　　　　　　　　　　Yoshu Kamei

　　　　　＝ミランダ・クックソン***
　　　　　　　　　　Miranda Cuckson

ヴィオラ＝安田貴裕**
Viola: Takahiro Yasuda

チェロ＝多井智紀*、**、****
Cello: Tomoki Tai

指揮＝杉山洋一****
Conductor: Yoichi Sugiyama

フルート＝若林かをり****
Flute: Kaori Wakabayashi

クラリネット＝上田 希****
Clarinet: Nozomi Ueda

パーカッション＝神田佳子****
Percussion: Yoshiko Kanda

ゲオルク・フリードリヒ・ハース（1953-）：
Georg Friedrich Haas:

墓*（2013）
Tombeau for violin, violoncello and piano

弦楽四重奏曲第2番**（1998）
String quartet No. 2

光へ*（2007）
ins Licht for violin, violoncello and piano

地球の終わりに***（2001）
de terrae fine for violin solo

ひとつから三つを****（2001）
tria ex uno for flute, clarinet, percussion,
piano, violin and violoncello

管弦楽  Orchestral Works 室内楽  Chamber Music

○入場料 ［自由席］　一般 3,000円／学生 1,000円
○入場料［指定席］
Ｓ席 4,000円／Ａ席 3,000円／Ｂ席 2,000円／学生席 1,000円

9/7 木 9/11 19:00 ［開場18:30］ 
ブルーローズ
19:00 Monday, September 11
at Blue Rose

19：00 ［開場18：30］ 
大ホール
19:00 Thursday, September 7
at Main Hall

月

フリードリヒ・ツェルハ（1926-）：夜（2012-13）
Friedrich Cerha:Nacht

ゲオルク・フリードリヒ・ハース（1953-）：新作*（2016-17）
Georg Friedrich Haas: 
New Work, Commissioned by Suntory Hall, World Premiere  

世界初演

サントリーホール委嘱

指揮=イラン・ヴォルコフ
Conductor: Ilan Volkov

ヴァイオリン＝ミランダ・クックソン*　
Violin: Miranda Cuckson

東京交響楽団
Tokyo Symphony Orchestra

向井 航 むかい わたる
1993年7月22日生まれ。東京藝術大学音楽学部作曲科を首席卒業。学内にて
安宅賞、アカンサス音楽賞受賞。第3回洗足現代音楽作曲コンクール第2位及び
特別審査員賞受賞。第84回日本音楽コンクール作曲部門入選。宗次徳二海外
派遣奨学生、官民協働海外留学支援制度4期生。作曲を大久保みどり、愛澤伯
友、近藤譲、鈴木純明、Sidney Corbettの各氏に師事。現在マンハイム音楽大
学修士課程に在籍中。

茂木宏文 もぎ ひろふみ
1988年1月8日生まれ。2014年東京音楽大学大学院作曲指揮専攻作曲研究領
域修了。これまでに作曲を池辺晋一郎、糀場富美子、鈴木純明、西村 朗、原田
敬子、藤原 豊、村田昌己の各氏に師事。指揮を汐澤安彦、時任康文、野口芳久
の各氏に師事。現在、東京音楽大学研究員。　第3回山響作曲賞21を受賞。
2015年ヴァレンティノ・ブッキ国際作曲コンクールファイナリスト。2016年度 
武満徹作曲賞第1位受賞。

（1962）

（1969）

プレイベント
この映画の音楽を聴け！

尾高尚忠（1911-51）：交響幻想曲《草原》 Op.19（1943）
Hisatada Otaka: Eine Symphonische Phantasie  Steppe

山田一雄(1912-91)： おほむたから（大みたから）Op. 20（1944）
Kazuo Yamada: Grand Treasure

伊福部 昭（1914-2006）：ピアノと管弦楽のための協奏風交響曲*

Akira Ifukube: Symphony Concertante for piano and orchestra

諸井三郎(1903-77)： 交響曲第3番（1944）
Saburo Moroi: Symphonie Ⅲ

（1941）
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会場：トーキョーコンサーツ・ラボ 日本を代表する音楽家たちが作曲を手掛けた、貴重な映像作品の上映会を行います。
作品が生まれた時代背景を映像でご覧いただくことで、より一層本公演を楽しめるような内容です。

■東京シンフォニー（1937）【音楽：諸井三郎】 
■日本の建築（1937）【音楽：松平頼則】　他

上映
作品 要予約

忘れられた
名曲、

ついに世界
初演！ 尾高の《草原

》、

戦後初の再
演！

幻の雅楽作
品、

47年の時を
経て

ここに再演！

対照的な2人
の

室内楽作品
、

ここに集結！

聴きどころ 聴きどころ

聴きどころ

聴きどころ

後日発表
詳細はウェブサイトで

●18:00～（開場17：45）
　プレコンサート・トーク
　［ハース＆細川俊夫］
　会場：ブルーローズ

候補作品演奏の後、公開選考会（司会：長木誠司）
Open jury meeting after the concert （MC: Seiji Choki）

他


